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Ⅰ 土壌汚染対策工事全体の流れ 
 

従来からの一般的な工法による、土壌汚染対策工事全体の流れ図を図 1-1 に示す。 
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図１－１ 工事の全体フロー図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液 状 化 対 策 

地 下 水 の 汲 み 上 げ 

（土壌は汚染されていないが、地下水

のみが汚染されている箇所） 

埋め戻し（A.P.+2m以深） 

A.P.+2m以深の汚染土壌掘削 

地 下 水 の 汲 み 上 げ 

汚染土壌範囲に矢板を打設 

A.P.+2m～A.P.+4mの土壌掘削 

盛 土 部 の 掘 削 

地 下 水 の 汲 み 上 げ 

街区周縁に遮水壁の設置 

工 事 準 備 

各街区毎に浄化施設設置 

①処理基準 10倍以下の土壌を掘削処分 

・埋立用の土として活用 

②処理基準の10倍を超える土壌を掘削処理 

土壌を仮置き 

・臨海部の土地を借用することを調整中 

 

浄化 

運搬 

処理 

処理基準を超える土壌を掘削処理 
処理 

下水放流 

砕石層の設置(A.P.+2.0m) 

埋め戻し（A.P.+2.0m～A.P.+6.5m） 

市場施設完成後の地下水位・水質
のモニタリング施設設置 

（井戸、ポンプほか） 
 

凡例 

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)までの箇所  

東京ガス㈱操業時の地盤面 (A.P.+4m)か

ら深さ 2m(A.P.+2m)より深い箇所  

処分 

 

埋め戻し土として再利用を検討 

原位置処理 

・土壌・地下水中の汚染物 

質濃度低下や除去を検討 

地下水浄化の確認 

方策を検討 


